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1 ．�新型コロナウイルスの感染拡大によって制限
された学びの場

令和 2 （2020）年 2 月27日より、北海道では新型コ
ロナウイルスの感染拡大の影響を受け、小中学校等の
臨時休校がはじまり、その後まもなく全国に拡大し
た。当時のニュースでは、子どもを預けられない働く
保護者や自宅で退屈する子どもたちの声が多く聞かれ
るようになった。みなさんも、身近で同じような声を
聞いた経験をお持ちではないだろうか。同じ頃、国立
の博物館をはじめ全国のミュージアムに臨時休館が広
がった。そのため、ミュージアムが学校のかわりに子
どもたちの学びの場を提供することも叶わなくなっ
た。

おうちミュージアムは、ミュージアムが持っている
リソースをおうちで楽しく学べるコンテンツとして、
学校に行けない子どもたちやその保護者のもとに届け
るため、北海道博物館がはじめた企画である。

2 ．おうちミュージアムの広がり
おうちミュージアムの特徴として、同様の取組をす

るミュージアムが手を組み、共通のロゴマークと名称
を掲げて、一緒に情報発信していることが挙げられ
る。

釧路市こども遊学館ではオンラインでのコンテンツ
配信が 2 月28日からはじまり、ほかいくつかのミュー
ジアムでも同様の取組が動き出した。その動きを受
け、おうちミュージアムでは、各ミュージアムがまと
まって発信することによって、より多くの人に届ける
こと、ミュージアムが取組をはじめるハードルを下げ
て大きな動きにすることを意図した。

3 月 4 日、北海道博物館のウェブサイト内に特設
ページを設け、おうちミュージアムの趣旨と例となる
コンテンツ 1 つを公開した。その翌日から全国の
ミュージアムに呼びかけをはじめ、参加ミュージアム
の一覧を掲載した。その一覧ページと全国のミュージ
アムのコンテンツ公開ページは相互にリンクしている
ので、サイト来訪者は全国のミュージアムのコンテン
ツを行き来できる仕組みだ。情報を選び取りやすく、
よりワクワクする形で多くの人に届けられるよう、「お
うちミュージアム」のネーミングとロゴなどのデザイ
ンによって簡易ながらもブランディング＊をした。デ
ザインは、取組に賛同したデザイナー和田武大氏（株

式会社 デザインヒーロー）の協力を得て、様々な状
況で使いやすく伝わりやすいものとなった。

コロナ禍で学校等の学びや文化に触れる機会を制限
された状況にある人々を本位に考え、「ミュージアム
としてできることを」という意識を、一緒に活動する
ミュージアムと共有した。マスメディアの取材では

「博物館のPRや開館後の集客になると良いですね」と
言われることもあったが、それがおうちミュージアム
のゴールだとは考えていない。おうちミュージアムを
きっかけに来館してもらうことは有り難く、実際に訪
れてさらに学びを深めてもらうことも大切だが、おう
ちミュージアムは来館の“代わり”ではない別のあり方
を目指している。

3 月にはじめてから賛同するミュージアムが徐々に
増え、 6 月 9 日には200館をこえる大きなネットワー
クとなった。いろんな地域のいろんな特色のある
ミュージアムが持っている蓄積を、こういう時にこそ
人々に届け、少しでも助けになればいいなと思う。

このような“広がり”については、次号10月号の特集
「博物館の新たな魅力発信（2）」誌上にて詳しく紹介
するので是非ご覧いただきたい。

3 ．�北海道博物館のメディアやアーカイブを活か
して

今回 9 月号の支部情報では、北海道博物館が提供し
たコンテンツの内容や運営について紹介したい。まず
改めて当館について説明する。北海道博物館は、北海
道の自然・歴史・文化を紹介する北海道立の総合博物
館で、昭和46（1971）年開館の北海道開拓記念館と、
平成 6 （1994）年開所の道立アイヌ民族文化研究セン

支部情報　北海道支部

おうちミュージアムのはじまりとこれから
北海道博物館学芸員
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図1　おうちミュージアム　ロゴマーク
ウェブバナーやチラシのデザインも含め、神戸を拠点に活躍するデザイ
ナー和田武大氏の協力によるもの。ロゴの2色をほかの制作物にも共通して
使った。
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ターが統合して、平成27（2015）年に現在の北海道博
物館となった。

“北海道の第一波”と呼ばれる感染拡大の真っ只中の
2 月29日、北海道博物館でも急遽臨時休館がはじまっ
た。博物館がクローズしているとはいえ博物館の日常
業務がなくなったわけではない。おうちミュージアム
をはじめるにあたって、業務の合間でも無理なく、必
要とする人に必要なタイミングで届けられるようにス
ピード感を持って実行できることが重要であった。ゼ
ロから何かをつくることはなるべく避けて、既存のメ
ディア（公式ウェブサイトとTwitter）と既存のコン
テンツ（これまでの展示やワークショップ等）を利用
できるように、仕組みを設計した。
（1）-1　アーカイブからつくるコンテンツ

北海道博物館が公開しているコンテンツは、 8 月 1
日時点で29項目となった。はじめの頃は、博物館に馴
染みがない子どもたちでも興味を持てるよう、自宅に
ある材料を使って手を動かしながら楽しめるものを中
心に、提供する内容を選んでいった。どのような方法
で準備したのかという視点でコンテンツの一部を紹介
する。
【これまでの企画展の体験展示をアレンジ】

企画展でおこなった体験型の展示をおうちで楽しめ
るようにアレンジしたもの。たとえば、「つなげてみ
よう！北海道地名しりとり」は令和元（2019）年に開
催した特別展「アイヌ語地名と北海道」で制作した体
験型展示である。しりとりをしながら北海道の地名の
特徴に気づくことができる。展示では図 2 のようなサ
イズだったが、自宅のプリンターで印刷して机の上で
も遊べるように、3 × 4 cm程に小さくリサイズした。
そのほかには、「松浦武四郎の描いた絵にぬりえしよ
う！」（図 3 ）、「ならべてみよう！　北海道ふくわらい」
なども過去の特別展での企画をもとにしている。
【これまでの講座・ワークショップをアレンジ】

おうちミュージアムの発案には、もうひとつのきっ

かけがあった。長期臨時休館がはじまった頃、普段は
展示室内での解説や「はっけん広場」（図 4 ）での体
験のサポートをする解説員に臨時休館中もノウハウを
活かしてもらう何かができないかという思いがあっ
た。

解説員は「はっけんイベント」という季節ごとに工
作などができるワークショップを担当しているので、
そのアーカイブの中から身近な材料を用いてできるも
のを解説員がピックアップしてアレンジし、おうち
ミュージアムに活用した。中でも「指織りで毛糸のブ
レスレットをつくろう」は、臨時休館によって開催で
きなかったが、おうちミュージアムを使ってお客さん
にお届けできた。
「いももちを作ろう！」や「平面わら馬をつくって

みよう！」（図 5 ）「空き箱ではたおりをしよう」は、
旧北海道開拓記念館時代の行事の記録や教材を解説員図2　特別展「アイヌ語地名と北海道」での様子

図4　�通常開館時の「はっけん広場」の風景（臨時休館が明けてからもしば
らく閉鎖中）。「はっけんイベント」もここでおこなう。

図3　�平成30（2018）年に開催した特別展「幕末維新を生きた旅の巨人�
松浦武四郎」で配布したぬりえ。おうちミュージアムでは全8種を公
開した。
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が見返し、おうちミュージアムにてよみがえらせた。
【収蔵資料をアレンジ】

ほかには、収蔵資料をそのままアレンジしたものも
ある。「むかしの教科書で工作をしてみよう！」は、
80年ほど前の小学 3 年生用の教科書に掲載されていた

「コマ」と「村」という工作に解説をつけて、素材を
そのまま公開した（図 6 ）。発案した学芸員は、収蔵
庫の中から子どもが楽しめる収蔵品を思い巡らしたと
ころ、古い教科書が多数あることを思い出し、工作を
探し出した。カタカナ表記の当時の言葉遣いに触れな
がら、現代の子どもたちも工作にチャレンジできたの
ではないだろうか。
（1）-2　�おうちミュージアムと一緒におこなった北海

道博物館の試み
上に述べたような、過去のアーカイブをもとにした

コンテンツのほか、臨時休館中や再開館後の当館の取
組もおうちミュージアムのコンテンツとなった。
【バーチャル北海道博物館】

以前より、Googleマップを開けばストリートビュー
として展示室内の様子を見られるようになっていた
が、臨時休館を機に、360度写真のほか既存の展示紹

介動画や解説ボードの情報も集約し、特設ページ
「バーチャル北海道博物館」として体裁を整えた。お
うちミュージアムから、総合展示の 5 つのテーマごと
に、子ども向けの導入文を添えて「バーチャル北海道
博物館」のページにつないでいる。
【「楽器　見る・知る・考える」オンライン公開】

第17回企画テーマ展「楽器　見る・知る・考える　
―北海道博物館資料＋枡谷隆男氏コレクション―」は
予定されていた開催期間が臨時休館と重なり延期開催
を模索していたが、博物館の開館後もオープンに至る
ことなく中止となってしまった。ウェブサイトでのオ
ンライン公開へと切り替え、 6 月11日より特設ページ
に展示場の360度写真やパンフレットなどを公開し、
その後も順次コンテンツを追加している。シカ笛研究
の第一人者で展示協力者の枡谷隆男氏には、オンライ
ン公開にも引き続き協力してもらった。オンライン公
開にあわせて、楽器・音具（音を鳴らす道具）を実際
に鳴らす様子や音を含む動画も新たに制作した（図
7 ）。オンラインでの開催によって、いつでもどこで
も何度でも見ていただける形での企画展となった。お
うちミュージアムでは、それらを子ども向けにまとめ
直して公開している。

おうちミュージアムのコンテンツは、館内でアイデ
アを募集し準備が出来たものの中から、同じ分野や近
い対象年齢のものが連続しないように調整しながら、
公開していった（図 8 ）。ほかのミュージアムのアイ
デアもヒントになった。参加ミュージアムのみなさん
からも、お互いのミュージアムの取組を見て「面白い」

「楽しい」「勉強になる」「希望が持てる」といった声
を多く聞いている。今後も情報共有しながら、コンテ
ンツの質や効果についてじっくりと見直しブラッシュ
アップしていきたい。
（2）オンラインの活動

北海道博物館で以前より運用していた公式ウェブサ
イトとTwitterアカウントを、おうちミュージアムで

図5　�「平面わら馬をつくってみよう」の制作見本。イタヤカエデの木の皮
を使った秋田県の角館地方のおもちゃ「ウマッコ」をもとにしている。

図7　枡谷隆男氏による解説動画より

図6　�文部省教科書『初等科工作―』（昭和18（1943）年刊　北海道博物館蔵）
より「コマ」
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利用した。公式ウェブサイトには、展示や行事の開催
情報のほか、研究紀要や学習用リーフレット、一部の
収蔵資料のデータベース等をそれぞれ公開するページ
がある。公式Twitterでは、告知のほか、イベントの
様子や博物館活動の一部を紹介する投稿をしている。
これまでオンラインでの発信は、博物館の活動の中で
は補助的な位置にあったと言える。一方おうちミュー
ジアムは、これまでのように他の活動の補助的な発信
のためではなく、おうちミュージアムそのものが博物
館の新たな活動の枠組み、社会の中での新たな立ち位
置となることを目指している。

最初期は、社会へのメッセージ性の強さも考え「学
校休校や外出自粛によりおうちで過ごす子どもたちの
ため」の時事的な企画としてはじまった。小学校の先
生から、休校中の図画工作の宿題におうちミュージア
ムを使いたいと連絡をいただいたこともあった。

そして博物館の常時の活動として定着させる意義
は、企画を開始してすぐに感じられるようになった。
佐賀県の利用者から、「国内には事情があり不登校や
自宅学習をしている子どもが大勢おり、家でこのよう
なコンテンツと触れ合い遊べることは、当事者の子ど
もやご家族にとってとても有難いことだと思います。」
といった継続を希望するメールもいただいた。

オンラインでの活動の課題として、利用者の反応を
受け取りづらいことがある。本当に楽しんでもらえて
いるのか、学びになっているのか、わからない。その
ような効果について、今後明らかにする必要があるだ
ろう。SNSを使った相互的なコミュニケーションを広
げることも手がかりになり得る。

オンラインの活動は、新型コロナウイルスをきっか
けに、ミュージアムのより中心的な活動のひとつと
なっていくかもしれない。業界全体で技術と意識を
バージョンアップさせると、柔軟で創造的な協働の土
台を作れるのではないかと期待している。

4 ．これから
新型コロナウイルスをきっかけに生まれたおうち

ミュージアムだが、今後も継続してより良い形を探っ
ていく。ウェブページでは当初、公開期間を「学校が
おおむね再開するまで」と記載していたが、いままで
通りに外出できない日々が続くこと、制約のある中で
の博物館活動が続くことを考え、引き続き公開してい
る。いつか感染が終息した後も、ページを残す予定で
ある。嬉しいことに、多くのミュージアムも継続を希
望してくださっている。全国のおうちミュージアムを
行き来できるプラットフォームとしてあり続けたいと
思う。

各ミュージアムのみなさんから声を集め意見交換の
場を設けるなどして、一緒になって展開を模索してい
きたい。分野も設立背景も地域も様々であるが、同じ
ような意識を共有するコミュニティとして、これから
何ができるだろうか。 （しぶや・みづき）

公開日 タイトル 対象イメージ
3月4日 松浦武四郎の描いた絵にぬりえしよう！ だれでも
3月5日 ならべて楽しもう　アイヌ語ブロック 10代
3月6日 つなげてみよう！北海道地名しりとり 10代
3月7日 夜に飛ぶ動物を飛ばそう 未就学児
3月8日 指織りで毛糸のブレスレットをつくろう 小～中学生
3月8日 アンモナイト折り紙を折ろう！ 10代

3月10日 120年くらい前の札幌をすごろくで体験しよ
う！ 小学生・親子

3月11日 ならべてみよう！　北海道ふくわらい 10代
3月12日 むかしの教科書で工作をしてみよう！ 小学生
3月13日 おうちでアイヌの伝統料理を作ろう！ 親子
3月14日 くるくるピクチャー大作戦！ 未就学児

3月15日 ポップアップカードでつくる春の野幌森林公
園 未就学児

3月17日 松浦武四郎がつくったすごろくであそぼう！ 小学生・親子
3月18日 アイヌ語の遊び歌のアニメを見てみよう！ 小学生

3月19日 どんな漢字から、どんなひらがなができたの
かな？ 小学生・親子

3月20日 くずし字を読んでみよう（中学生・高校生向
け） 高校生

3月22日 アヒル笛で音のしくみを体験しよう！ 小～中学生
3月25日 空き箱ではたおりをしよう 小～中学生
3月31日 いももちを作ろう！ 親子

4月23日 疫病よけ！　江戸時代の人魚の絵にぬりえし
よう！ 小学生

4月25日 なつかしいボードゲーム「十六武蔵」であそ
んでみよう！ 小学生

5月1日 平面わら馬をつくってみよう！ 小学生・親子

5月19日 バーチャル北海道博物館①
総合展示第1テーマ だれでも

5月24日 バーチャル北海道博物館②
総合展示第2テーマ だれでも

5月31日 バーチャル北海道博物館③
総合展示第3テーマ だれでも

6月26日 楽器のクロスワードパズルに挑戦！ 小～中学生

7月22日 バーチャル北海道博物館④
総合展示第4テーマ だれでも

7月22日 バーチャル北海道博物館⑤
総合展示第5テーマ だれでも

7月28日 サイエンスパーク・ファン　シカ笛づくり 小学生

図8　公開したコンテンツ一覧全29項目（8月1日時点）

参考
・おうちミュージアム特設ページ
　http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/
・【ミュージアム関係者の皆さまへ】「おうちミュージアム」参加施設の募集
　http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/post/news/detail13209/

注釈
＊ おうちミュージアムの特色や内容を表現した色やモチーフ、フォント、言葉等を、ロゴやネーミング、他の制作物等において共通して用いることで、対象

のコンテンツが「おうちミュージアム」の取組のひとつであると利用者が認識できること、利用者やおうちミュージアムに関わる職員等が「おうちミュー
ジアム」に対して一貫した印象を抱けることを目指した。


